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子育てプロジェクトについて 

 

 

１ プロジェクトの概要 …P3「子育てプロジェクトの概要」参照 

（１）目指す姿 

・「子育て全国一」を目指し、子育てしやすい社会づくりを推進 

    ・社会経済情勢や子育て環境の変化に対応した経済的支援と個々の家庭環境に寄

り添った人的支援を強化 

・全ての子ども、子育てに関わる人が自分らしく暮らすことができる環境づくり 

の推進 

 

 （２）主な取組内容 

・子育て環境の充実 

   ・子育てに関する不安の軽減 

   ・子育て世代の経済的な負担軽減 

 

（３）推進体制 

・主担当課：こども課 

・関 係 課：健康づくり推進課、保育課、すこやかなくらし包括支援センター 

学校教育課 

 

２ 取組状況 

 （１）これまでの取組経過 

   ①令和 4 年度実施事業の取組 

     ・令和 4 年度から 7 つの新規・拡充事業を子育てプロジェクトに登載し、実施 

 ア 病気の子どもの通院支援 

           イ ファミリーサポートセンター事業の拡充（病児の預かり） 

       ウ 産婦への健康診査の助成 

       エ 訪問型産後ケア 

       オ 子育てセミナーの充実（ぷちベビー健康プラザ） 

       カ 子育て情報発信の強化 

       キ 保育料の更なる軽減 

    ②上越市子ども・子育て会議において概要を説明 

    ・令和 4 年 6 月 23 日開催の「令和 4 年度第 1 回子ども・子育て会議」におい 

て、子育てプロジェクトの概要について説明 

・子育てプロジェクトと連動する「子ども・子育て支援総合計画」に基づき、

令和 4 年度取組事業の進捗管理を実施 

  ③新たな子育てニーズに応じた子育て支援策の検討 

    ・下記の 3 つの視点から令和 5 年度以降に新たに取り組む支援策について検討 

ア 特別な支援を必要とする「子どものセーフティネットの強化」 

イ 個々の家庭環境に寄り添った「人的支援」 

ウ 社会経済情勢の変化や子育て環境の変化に対応した「経済的支援」 

 

 

所管委員会 

提 出 課 

厚生常任委員会 

こども課 
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（２）今後の取組 

・安心して子どもを産み育て、地域全体で子育てを支える仕組みの強化に向けた 

子育て支援策の検討 

・ヤングケアラーや貧困、不登校など特別な支援を必要とする子どもの早期発見

と適切な支援につなぐためのセーフティネットの強化に向けた体制の構築に取

り組む 

  ・子育て施策において先進的な取組を行っている全国の自治体の事例を参考に、

新たな子育てニーズに対応した子育て支援策について検討し、令和 5 年度以降

の事業立案を行う 

   ・公益社団法人日本青年会議所が提唱し、企業や自治体が子どもを産み育てやす

い社会の実現に向けて、子育てを支える優しい社会づくりに取り組む「ベビー

ファースト運動」への参画について検討 

 

（３）スケジュール …P4「子育てプロジェクトのスケジュール」参照 
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子育てプロジェクト

「子育て全国一」 を目指し、子育てしやすい社会づくりを推進
・社会経済情勢や子育て環境の変化に対応した経済的支援と個々の家庭環境に寄り添った人的支援を
強化
・全ての子ども、子育てに関わる人が自分らしく暮らすことができる環境づくりの推進

上越市子ども・子育て支援総合計画（令和2～6年度）

子どもが自分
らしく、すこや
かに成長する
ことができる
環境の整備

地域や学校等
で子どもの成
長を見守る体
制の強化

社会全体で子
どもと子育て
家庭を支える
体制の強化

み
ん
な
で
育
む
子
ど
も
の
笑
顔
・
輝
く
未
来

子どもの権利の普及・啓発

障害などの理由により特別な配慮
が必要な子どもへの支援の充実

子どもの居場所づくり

子育て家庭への経済的負担の軽減

家庭と地域の子育て力の向上

多様な保育サービスの提供

母子保健の充実

学校教育環境の充実

地域ぐるみの子どもの健全育成の
推進

子どもの権利侵害の予防と早期救済

相談支援体制の充実

男女共同参画、ワークライフバラン
スの推進

子どもの貧困対策の推進

少
子
化
の
進
行
・
核
家
族
化
の
進
展
・
共
働
き
家
庭
の
増
加
な
ど
へ
の
対
応

安心して子ど
もを産み、喜
びと生きがい
をもって子育
てできる社会
の構築

【課 題】 子育てと仕事の両立
【取組例】

○ 病児・病後児保育事業の拡充
・ 病気の子どもの通院支援
・ ファミリーサポートセンター事業の拡充

子育て環境の充実

【課 題】 子育てへの不安や負担の増加
【取組例】

○ 産前産後のサポート制度の拡充
・ 産後ケアの充実
・ 子育てセミナーの充実

○ 子育て情報発信の強化

子育てに関する不安の軽減

【課 題】 子育てに係る経済的負担の増大
【取組例】

○ 保育料の更なる軽減
○ 奨学金制度の充実

子育て世代の経済的な負担軽減

保育環境の充実

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
、

地
域
全
体
で
子
育
て
を
支
え
る
仕
組
み
の
強
化
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プロジェクト名

目的 取組項目 実施内容 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 担当課

更新作業

4-6月 7-9月 10-12月 1-3月

1-① 病気の子どもの

　　 通院支援
◆事業実施

・事業周知

・事業検証

保育課

R4事業費 6,300

1-② ファミリーサポート

　　 センター事業の拡充

・病児の預かり

・養成講座開始 　◆試行実施

・事業周知

・事業検証

・ニーズ調査

・検証結果を

　反映して実施

・事業検証 ◆本格実施

こども課

R4事業費 518

2-① 産後ケアの充実

・産婦への健康診査の助成
・事業継続 健康づくり推進課

R4事業費 5,399

2-② 産後ケアの充実

・訪問型産後ケア

検証結果を反映して事業継続

健康づくり推進課

R4事業費 2,550

2-③ 子育てセミナーの充実 ・事業検証 ◆検証結果を反映して継続

こども課

R4事業費 1,653

３. 子育て情報発信の強化 ◆子育て情報冊子発行

R4事業費 208

★子どものセーフティー

　ネットの強化

すこやかなくらし包括

支援センター、学校教

育課、こども課等

４. 保育料の更なる軽減

【公約】

・第1弾の検証 検証結果を踏ま

え、第2弾実施に

向けた検討

保育課

R4事業費 ―

D. ★人的支援

                   の取組検討

＜検討事例＞

・各種子育て支援策による

　子育て環境の充実 等

E. ★経済的支援

                    の取組検討

＜検討事例＞

・奨学金制度の充実

・経費助成による負担軽減

・保育料の更なる軽減 等

F. その他 ・保育園の適正配置

〇社会経済情勢や子育て環境の変

化に対応した経済的支援と個々の

家庭環境に寄り添った人的支援を

強化

〇全ての子ども、子育てに関わる

人が自分らしく暮らすことができ

る環境づくりの推進

２. 産前産後のサポート制度の充実【公約】

１. 病児・病後児保育事業の拡充【公約】A. 子育て環境の充実

◆子育て支援サイト運営

・ツイッター配信・メルマガ配信

　・SNS等の活用

　・オンラインでの情報交換

◆ぷちベビー健康プラザ

　2か月～5か月の乳児対象

こども課

◆第１弾実施

・事業周知

・R4.4月出生から健診助成開始→要支援産婦の把握

　・母子手帳アプリ「母子モ」を活用した子育て情報の発信・SNSを活用した

情報発信検討

C. 子育て世代の

     経済的な負担軽減

計画登載事業の進捗管理

【令和7年度～令和11年度 】

・事業周知　　　　　　・事業検証

B. 子育てに関する

     不安の軽減

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

子育てプロジェクトのスケジュール

担当課

こども課
計画登載事業の進捗管理 【令和２年度～令和６年度 】

※新たな課題に対応し実施する新規事業は、年度ごとに事業計画に登載し進捗管理する
◆◇ 上越市子ども・子育て支援総合計画 ◇◆

令和4年度

目的 取組項目 実施内容
令和4年度

「子育てプロジェクト」と連動する「上越市子ども・子育て支援総合計画」に掲げる各種子育て施策を実施しながら

必要に応じて新たな課題やニーズに対応した事業を盛り込み、スローガンである「子育て全国一」の実現に努める。

○ 令和４年度に実施できる取組は予算化し、着手を始めた。

○ 課題の整理に時間を要するものは、令和5年度以降の実施に向け

目標やスケジュールの具体的な検討を行う。

◎ 社会経済情勢や子育て環境の変化に伴う新たな子育てニーズに

対応した取組について、関係課・関係団体等と検討する

上越市子ども・子育て支援総合計画と連動

★「子育て全国一」を

目指し、子育て

しやすい社会づくり

を推進

【 公約】

庁内関係課や関係機関、子ども・子育て会議のほか、

機会を捉えて子育て団体等と協議や意見交換を行いな

がら、課題の洗い出しを行う

安心して子どもを産み育て

地域全体で子育てを支える

仕組みの強化

プロジェクトの推進にあわせ、

★人的支援

★経済的支援

の両面から、新たな課題やニーズに対応

した 取組を抽出・選択し、必要な支援に

取り組む

関係課・関係団体等連携

・訪問型産後ケア事業提供開始

・来所型産後ケア事業（助産師の健康相談室来所相談）継続実施

子どもの健やかな

成長のために母親

とその家族がセル

フケアできる力を

つけ、家庭の子ど

もを育てる力を高

める支援を実施
・市民プラザ毎月1回（平日）、市民プラザ年4回（土曜又は日曜）

・大潟、板倉、三和 各会場年6回（平日）

年収約265万円未満相当世帯（C～D2階層）の保育料を無料

年収約500万円未満相当世帯（D3～D9階層）の保育料を半額

ヤングケアラーや貧困、不登校など特別な支援を

必要とする子どもへの支援

特別な支援を必要とする子どもの早期発見と適切な支援に

つなぐためのセーフティネットの強化に向けた体制の構築
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